
午後 １時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

田村議員。

〔田村議員質問席へ〕

○田 村議 員 会 派自 由 創政、 打っ て出 る米子 市を 目指す 田村 謙介

でございます。

本 日は シティ プロ モ ーショ ンの 推進 につい て・ ８、そ して 米子

城跡 の復 元とに ぎわ い 創出に つい て・ １９と いう ことで 質問 をし

てま いり ます。 ９月 議 会最終 質問 者と いうこ とで 若干緊 張し てお

りますけれども、有終の美を飾りたいなと思っております。

ま た、 私、先 日、 還 暦を迎 えま した 。選挙 に出 たとき は４ ８歳、

まだ まだ 動けま すと 訴 えてた んで すけ ど、も う１ ２年と いう こと

で、 そろ そろし っか り と実績 も残 した いなと 思っ ておる とこ ろで

ござ いま す。本 日も 明 快な御 答弁 をよ ろしく お願 いをい たし ます。

そ れで は、ま ずお 伺 いをし てま いり ます。 シテ ィプロ モー ショ

ンの 施策 、これ は本 市 もずっ とや って らっし ゃる と思う んで すけ

れど も、 このシ ティ プ ロモー ショ ンと いうの は、 ややも すれ ば、

広報 活動 で止ま って し まって るん じゃ ないか とい うよう な思 いが

あっ て、 私も度 々質 問 をさせ てい ただ きまし た。 このシ ティ プロ

モー ショ ンと広 報活 動 という 大き な違 いとい うの は、ま ず、 それ

が戦 略的 で能動 的な 営 業活動 を伴 って いるか とい うとこ ろで あり

まし て、 私も営 業の 仕 事して おり まし たので 、そ の観点 から もう

ちょっと頑張ってほしいという思いでございます。

本 市が 現在進 めて お るシテ ィプ ロモ ーショ ン施 策、こ れの 現状



についてお伺いします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 本 市 のシテ ィプ ロモ ーショ ンの 施策に つい てで

ござ いま す。ま ちづ く りビジ ョン に掲 げるシ ティ プロモ ーシ ョン

の推 進と 関係人 口の 拡 大、濃 密化 に向 けまし て、 メール マガ ジン

の配 信を はじめ ＳＮ Ｓ 、地元 ケー ブル テレビ 、コ ミュニ ティ ＦＭ

など 多様 な媒体 や手 法 によっ て情 報発 信を行 うと ともに 、国 内で

は広 島市 や神戸 市、 国 外では 台北 温泉 祭りな ど、 直接、 他都 市に

赴いて、本市のＰＲを行っております。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 分か るん ですけ れど も、そ の活 動の

一つ 一つ が本来 求め ら れる市 民の 地域 に対す る愛 情の醸 成だ った

りと か他 市の人 がこ こ に行っ てみ たい 、住ん でみ たい、 その よう

な動 機づ けに至 って い るのか とい った ら、も う一 つ努力 して いた

だきたいなというところであります。

大 事な のが国 内に と どまら ず、 国外 にも発 信す ること だと いう

ふう に認 知して おり ま すが、 本市 の国 内外に 対す る対外 発信 、こ

れの現状について伺います。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 国 内 外の取 組の 具体 の内容 でご ざいま すが 、ま

ず、 国内 に向け まし て は他都 市開 催の イベン トで のＰＲ やＳ ＮＳ

を活 用し た情報 発信 を 行うと とも に、 ＰＲ動 画を 作成し 、Ｓ ＮＳ

ネッ ト配 信番組 の広 告 などで 発信 をし ている とこ ろでご ざい ます。

また 、国 外に向 けま し ては、 在住 外国 人によ る情 報発信 チー ム、

ＹＯ ＮＡ ＧＯＯ Ｄに よ るＰＲ 動画 の配 信やＳ ＮＳ 発信、 海外 イン



フル エン サーの ブロ グ やＳＮ Ｓに よる 発信、 韓国 におけ る日 本の

自治 体Ｐ Ｒ専用 フェ イ スブッ クに よる 発信を 行っ ている とこ ろで

ございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 そう しま すと、 その 活動、 一つ 一つ

その 実績 につい て、 今 現在、 どの よう な総括 をさ れてい らっ しゃ

るのかお伺いします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れに つ いては 少し 最初 の、当 初の あたり から 押さ

えが てら 、総括 の答 弁 をさせ てい ただ きたい と思 います が、 国内、

国外 とい うこと があ り ますけ ども 、実 は一番 最初 に始め たと きは

市内 だっ たんで す。 と いうの は、 私、 市長就 任し た当初 は米 子市

民の 方々 が米子 市の こ とを語 ると きに 米子に は何 にもな いけ んっ

てい うふ うに言 って し まう、 あの 状況 をいか にま ずは克 服す るか、

特に その 当時、 既に Ｓ ＮＳの 時代 にな ってお りま したの で、 市か

らの 情報 発信は もち ろ んです けれ ども 、各個 人の 方々が 自ら のＳ

ＮＳ で米 子市の いい と ころを 発信 して いただ ける ような 、そ んな

プロ モー ション を目 指 そうと いう こと で、市 民の 皆様に 対し て米

子の いい ところ をし っ かりと 伝え てい くとい うこ とを実 は主 眼と

して 当初 は始め たと こ ろでご ざい ます 。そう した ところ 、今 に至

って は、 米子っ て何 も ないけ んっ てい う人は 大分 という か、 ほぼ

いなくなったんではないかなというふうに実感をしております。

そ こで 、やは り本 来 の主眼 たる 国内 、そし て国 外への プロ モー

ショ ンで ござい ます け れども 、こ れは 先ほど 部長 のほう から もろ

もろ 答弁 させて いた だ きまし た。 そう したこ とに よって 、例 えば



国内 にお きまし ては い わゆる 関係 人口 という もの が一定 程度 増え

てま いり ました し、 そ れに伴 って ふる さと納 税な どもリ ピー ター

の方 が何 度もふ るさ と 納税し てい ただ けるよ うな 状況が 出て きた

とい うふ うに思 って お ります 。そ れを もって 一定 の成果 は得 られ

たの では ないか と思 っ ており ます が、 ただ、 今申 し上げ た関 係人

口に して も、単 に人 数 が増え まし たと いうこ とは 私は成 果と 思っ

てお りま せん。 やは り 関係人 口の 方が 観光で 来て いただ いた り、

先ほ どの ような ふる さ と納税 とい う形 で支援 をし ていた だい たり、

ある いは もっと 深く 関 わりを 持っ て、 例えば 、昨 年やっ たん です

けど も、 ちょう ど梨 の 収穫時 期に 、忙 しい時 期に 県外か ら手 伝っ

ても らう 方を募 って 、 梨の収 穫体 験を してい ただ きまし た。 そう

いう よう な形で 、米 子 のいい とこ ろ、 実際、 味わ っても らう って

いう よう なこと もさ せ ていた だき まし た。そ れら をもう 少し 積み

重ね なが ら、本 当の 成 果とい うも のを より積 み上 げてい きた いと

思っております。

さ らに 、これ は最 終 的には 移住 定住 という もの にもつ なが って

いか なけ ればな りま せ ん。私 たち はこ こ米子 に住 んでい る大 きな

理由 はや はり自 然と 調 和した まち がこ こにあ って 、様々 な見 るべ

きと ころ もあっ てと い うとこ ろを 評価 しつつ 、我 々、住 んで るわ

けで すが 、その こと を もっと もっ と県 外の方 、国 外の方 にも 伝え

なが ら、 より一 層米 子 市の評 価が 高ま るよう なシ ティプ ロモ ーシ

ョン をこ れから もし て いかな けれ ばな らない とい うふう に思 って

おります。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 市 長、 明 快な御 答弁 、本 当にあ りが とうご ざい まし



た。

ま た、 市長就 任後 、 このシ ティ プロ モーシ ョン という もの をし

っか りや ってい ただ い て、私 も実 は議 場でも 言っ たんで すが 、米

子は 見る もんが ない が なとい う言 葉、 大っ嫌 いと いうよ うな こと

で、 なけ ればつ くっ た らいい じゃ ない かとい うこ とでい ろい ろ御

提案 をし てきま した 。 飛行機 を置 いて もらっ たり とか、 市長 にも

頭下 げて いただ きま し た。い ろい ろや ってき たわ けなん です けど

も、 やは りそう いっ た ことが 住ん でよ かった 、米 子市と いう ふう

に思 って いただ ける よ うにい ま一 度、 今後と もや ってい ただ きた

い、御努力続けていただきたいと思います。

イ ンバ ウンド とい う もの、 これ も度 々お話 をし ており ます が、

新た に創 設され た事 業 者向け の補 助制 度とい うの が先般 紹介 され

ておりました。これの内容をお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 城下町 エリ アの 観光事 業者 の皆様 を対 象と

いた しま して、 イン バ ウンド 受入 環境 の整備 を進 めるた めに 、新

たに 城下 町観光 事業 者 インバ ウン ド受 入環境 整備 補助金 を創 出し

たと ころ でござ いま す 。対象 とな る取 組とい たし まして は、 案内

看板 や店 内表示 、案 内 表示も 含め 多言 語化、 パン フレッ トの 翻訳、

ホー ムペ ージの 多言 語 化対応 など に活 用して いく ことを 想定 して

おり ます 。受入 環境 を 整え、 イン バウ ンド需 要の 獲得に つな げて

まいりたいと考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 これに つき まして は、 いわ

ゆる 下町 、まち なか 観 光案内 所等 を手 弁当で 頑張 ってお られ る方



に対 して の支援 制度 っ ていう のが 薄い んじゃ ない かとい うこ とで

度々 お話 をさせ てい た だきま した 。ま た、副 市長 にはこ のお 話を

しっ かり 副市長 室で 聞 いてい ただ き、 町なか のそ ういっ た声 、聞

いて みた いとい うふ う におっ しゃ って いただ きま した。 まず もっ

て感謝を申し上げます。

こ れ、 実際に 制度 と して動 き出 しま したが 、副 市長の 思い をお

聞かせいただけたらと思います。

○岡田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 今年 度 新たに 創設 いた しまし た補 助制度 につ いて

であ りま す。か ねて よ り田村 議員 のほ うから 、観 光行政 等々 の進

め方 、あ るいは 体制 も 含めた 在り 方、 たくさ んの 御指摘 を受 けて

おり ます 。その 中で 、 午前中 の答 弁に もあり まし たけど 、や はり

観光 事業 という のは 民 間の事 業者 の皆 さんが お取 り組み いた だく、

これ が全 てであ りま す 。最終 的に はビ ジネス とし て自立 して いた

だく とい うこと がま ち の観光 資源 その もので あり ますの で、 これ

をど う達 成して いく か という こと が、 これが 我々 の課題 であ りま

す。 そう いった 意味 で 、少し やは り現 場の実 情と いうの を我 々な

りに 把握 してい たつ も りであ りま すが 、それ のコ ミュニ ケー ショ

ンが 十分 じゃな いん じ ゃない かな って いうふ うな 思いを 私も 持っ

てお りま した。 御指 摘 もござ いま した ので、 直接 そうい った お声

を聞 く場 という のを 実 は設け てお りま す。総 合政 策部長 の午 前中

の答 弁に もあり まし た けども 、い わゆ る事業 者の 皆さん から 直接

いろ んな お取組 のお 考 えや、 ある いは お困り 事や 、ある いは どう

いっ た支 援を求 めて お られる のか と、 こうい った ような こと をお

聞き して 、一緒 にな っ て次の 作戦 を考 えてい くと 、こう いっ た取



組を 始め ており ます 。 そうい った きっ かけを いた だいた とい うこ

とに つき まして は、 私 のほう から も田 村議員 に感 謝を申 し上 げた

いと 思い ます。 引き 続 き、こ うい った 取組を 重ね ること で実 効性

のあ る取 組、そ して そ れがま ちの 観光 資源に なっ ていく とい うこ

と、 そう いった 取組 進 めてま いり たい と思い ます 。以上 であ りま

す。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま した 。それ で、 この制 度設 計に

当た り、 町なか 観光 事 業者等 の要 望と いうの は先 ほど聞 いて いた

だい たと いうこ とな ん ですけ ども 、具 体的に どう いった 感じ だっ

たんでしょうかお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 この制 度創 設に 当たり まし て、事 業者 のお

声を 聞く という とこ ろ は先ほ どの 副市 長の答 弁の とおり でご ざい

まし た。 ただ、 その 上 で、補 助率 や補 助上限 など につき まし ては

昨年 度か ら実施 して お ります 市内 の飲 食店の イン バウン ド受 入環

境整 備補 助制度 など 他 の補助 制度 との 整合を 図り ながら 設計 した

ところでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。既 にあっ た、 そうい った イン

バウ ンド の支援 策等 も あった んで すけ れども 、こ れら制 度を 創設

する こと によっ て今 ま でと違 う入 り込 み客数 など の目標 設定 など

されてらっしゃるのかお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 城下町 観光 事業 者イン バウ ンド受 入環 境整



備補 助金 に特化 しま し た具体 的な 目標 という のは 設定し てご ざい

ませ んが 、先ほ ど田 村 議員が おっ しゃ られた よう に、制 度の 実施

によ る効 果の把 握っ て いうの は必 要と いうふ うに 考えて ござ いま

す。 その ため、 補助 金 を活用 して いた だいた 事業 者の皆 様へ 聞き

取り を行 いまし て、 整 備後の 外国 人の 観光客 の来 訪の状 況な ど、

また 何か 制度の 不備 な ど、そ うい った ことを 確認 してい きた いと

いうふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。本 市、そ うや って補 助制 度が

スタ ート したと いう こ となん です けれ ども、 鳥取 県さん のほ うも

既に 外国 人観光 客受 入 環境整 備事 業、 外国人 観光 客誘致 推進 事業、

また ＳＤ Ｇｓツ ーリ ズ ム推進 事業 、イ ンバウ ンド 向けオ ンラ イン

コン テン ツ制作 等支 援 事業と いう こと で、い ろん なチャ ンネ ルを

つく って おられ ます 。 これに 、県 がさ れてる ので いいん じゃ ない

かと いう お気持 ちも あ るのか も分 かり ません けれ ども、 この 補助

額が 米子 市の場 合、 ち ょっと 少な いよ うな気 がし ており ます 。こ

れに つい てもう ちょ っ と増額 なり 、力 を入れ てい ただく べき だと

思うんですが、御所見を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 県が実 施し てお られま す同 様の補 助事 業で

あり ます 鳥取県 外国 人 観光客 倍増 促進 補助金 と比 べます と、 上限

額が 低い という こと に つきま して は認 識して ござ います 。本 市の

制度 内容 といた しま し ては、 県の 制度 よりも 補助 率を高 く設 定し、

下限 額を 設けな い、 そ ういっ たこ とで 、事業 者の 皆様の 自己 負担

額が 少な くても こう い った利 用し やす い補助 制度 という ふう にし



たも のと 考えて ござ い ます。 引き 続き 、事業 者の 御意見 を伺 いな

がら 、今 後、よ り効 果 的な制 度と なる よう考 えて まいり ます 。以

上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ く分 か りまし た。 県と すみ分 けを してお られ ると

いう こと だと思 いま す 。また 、県 は最 低１０ 万円 以上と か、 そう

いっ たち ょっと 取っ つ きにく いの かな という ふう に思い ます ので、

それ を補 完する 意味 で 米子市 の制 度が あると いう 認識を いた だき

ました。ありがとうございます。

そ れで 、この シテ ィ プロモ ーシ ョン 、いわ ゆる 観光客 数に つい

ては 、今 まで度 々こ の 場で御 質問 する と、県 のカ ウント して いる

入湯 税の カウン ト数 で いいま すと とい う御答 弁が 重なっ て、 何回

も聞 いて おりま す。 そ れに対 して 、以 前から 市独 自の入 り込 み客

数の カウ ント手 法を 検 討すべ きで はな いかと いう ふうに 度々 御提

案申し上げておりました。これについての現状を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 平 成２ ８ 年の田 村議 員の 御質問 です と、県 のほ うが

入り 込み 客数を 計っ て いると いう とこ ろで、 米子 市独自 のと いう

御質 問だ ったと いう ふ うに認 識を して ござい ます 。ちょ っと その

こと を前 提に、 今の 御 質問も 踏ま えて 答弁さ せて いただ きた いん

です けれ ども、 私も や はり入 り込 みと いうの が観 光行政 にと って、

つま り、 もっと 言え ば 、観光 事業 者に とって 必ず しも成 果に 連動

する 統計 とは言 えな い 部分が ある なと 。つま り、 来られ たの は来

られ たと しても 、何 も 消費も せず に次 の場所 に行 かれた とい うこ

とで あっ ては、 これ は 、やは り観 光事 業者か らす れば通 り過 ぎる



だけ のお 客さん にな っ てしま うわ けで すから 、ち ょっと 問題 があ

るな とい うとこ ろで 、 入湯税 は米 子市 の市税 とい うこと であ りま

すが 、各 宿泊施 設は 、 御存じ のと おり 、宿泊 台帳 、宿泊 者の 台帳

を整 備し ておら れま し て、そ こに は当 然、国 外、 国内両 方、 どこ

から 来ら れたか とい う ことも 分か る統 計でご ざい ますし 、さ らに

申し 上げ ますと 、宿 泊 客はま さに そこ に宿泊 をさ れ、宿 泊費 を、

宿泊 代を 消費さ れ、 そ して場 合に よっ ては夕 食、 朝食、 こう した

食事 も消 費され るで あ ろうお 客様 であ りまし て、 まずは そこ を重

視し よう という こと で 、この 宿泊 客数 という もの を米子 市と して

は重 要視 した観 光統 計 にして いる とい うとこ でご ざいま す。 しか

しな がら 、それ でも も っとも っと 、例 えばイ ンバ ウンド もそ うで

しょ うし 、より 一層 お 客様に 訴求 する ための 施策 を考え るた めに

は観 光統 計につ いて 何 ができ るの かと いうこ とを もう少 し研 究し

て、深めていきたいというふうに思っております。

余 談で すけれ ども 、 日本の 観光 行政 、やっ ぱり 入り込 み偏 重だ

と私 も思 ってお りま す 。そう する と何 が起こ るか という と、 例え

ばオ ーバ ーツー リズ ム という 言葉 がご ざいま すけ ども、 米子 はま

だそ この オーバ ーツ ー リズム を懸 念す るよう な段 階には 全く あり

ませ んが 、人が 来さ え すれば よい のか という こと では決 して ない

と思 って おりま すの で 、やは り観 光統 計につ いて は、今 後も しっ

かり 研究 しなが ら、 ど ういっ た形 で取 れるの か、 これは これ から

も詰めていきたいというふうに思います。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 よ く分 か りまし た。 あり がとう ござ います 。ま さに

おっ しゃ るとお りで し て、私 も米 子城 、米子 城っ てずっ と言 って



おり ます けれど も、 や はりお 金を 落と しても らわ ないと いけ ない

と、 マネ タイズ につ い ては度 々訴 えて おりま すし 、午前 中も 稲田

議員 から も同様 のお 話 があっ たと いう ふうに 思い ます。 やは りこ

れは お金 に、落 とし て いただ く施 策っ ていう のは 引き続 きや って

いかんといかんのかなというふうに思います。

そ れで 、実際 にこ の 米子に 来て いた だくき っか けとし て、 今、

ＳＮ Ｓ等 を通じ てっ て いうこ とも 増え てきて るん ですが 、い わゆ

る米 子市 の観光 をＰ Ｒ する大 使制 度っ ていう のを つくっ てい ただ

きま した 。これ もあ り がとう ござ いま した。 これ の今の 現状 をお

伺いいたします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 観 光 ＰＲ大 使制 度に ついて でご ざいま す。 これ

まで 米子 市観光 協会 が 所管し てい た米 子ふる さと 観光大 使と 統合

する 形で 、昨年 、新 た に米子 市独 自の アンバ サダ ー制度 とし て米

子市 ふる さとＰ Ｒ大 使 を創設 して おり ます。 第１ 号の大 使と して、

モデ ル・ 俳優の 山本 舞 香さん に御 就任 いただ いた ところ でご ざい

ます。

な お、 新制度 への 移 行に伴 い、 従前 の米子 ふる さと観 光大 使の

皆様 、６ ５名い らっ し ゃいま した けど 、この 皆様 に意向 確認 を行

い、 継続 の意向 を示 し ていた だい た４ ０名の 方に 改めて 委嘱 状を

お渡 しし 、米子 市ふ る さとＰ Ｒ大 使と して活 動を いただ いて いる

ところでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。こ の委嘱 を引 き続き やっ てい

ただ ける ４０名 の方 と いうこ とで した 。本当 に心 から感 謝し たい



と思 いま すが、 大使 の 皆さん のお のお のの情 報発 信につ いて 、本

市は どの ぐらい 把握 し てるの かな とい うこと 、関 与の具 合っ てい

うん です か、そ れに つ いては 以前 もお 伺いし たと ころな んで すけ

れども、現在の関与の状況、これをお伺いします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 大 使 の皆様 には 、様 々な機 会を 捉えて 、情 報発

信や 本市 の魅力 を伝 え ていた だい てい るとこ ろで ござい ます 。例

えば プロ ドラマ ーの 横 田誓哉 さん につ いては 、Ｓ ＮＳで 度々 、米

子に 関す る発信 をさ れ たり、 米子 で新 たな音 楽イ ベント を開 催し

て、 県外 からの 誘客 に 努めて いた だい たり、 また 米子の 名所 や名

店を 名前 にした 曲を 発 表され たり して いると 把握 をして おり ます。

本市 から は大使 の皆 様 に対し て定 期的 に市政 情報 を提供 して おり

ます ほか 、毎年 、東 京 で交流 会を 開催 し、市 の取 組の説 明や 意見

交換 を実 施して おり ま す。今 後と も大 使の皆 様と 定期的 にコ ミュ

ニケ ーシ ョンを 図り 、 本市の ＰＲ 活動 に御尽 力し ていた だき たい

と考えております。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。こ の４０ 名、 ４１名 にな るん

です かね 、この 方々 が 横田さ んと 同じ ような 活躍 、活動 をし てく

ださ れば 、もう 一つ 効 果的な のか なと いうふ うに 思いま す。 これ

は私 の臆 測でし かな い のです けれ ども 、発信 がほ ぼでき てな いと

かい う方 々につ いて は ぜひ市 とし て改 めて発 信を お願い しま すと

いう ふう に一声 かけ る と、あ っ、 そう だった と、 僕は観 光Ｐ Ｒ大

使だ った んだと いう 認 識を新 たに して 、発信 して いただ ける かも

分か りま せんの で、 そ の辺り のタ ッチ 、どう ぞよ ろしく お願 いし



たいと思います。

続 きま して、 以前 、 この本 庁舎 １階 で、鳥 取県 のふる さと 大使

の日 向坂 ４６、 平尾 帆 夏さん 、山 口陽 世さん 、特 別展示 をや って

いた だき ました 。非 常 に多く の方 に来 ていた だい たとい うこ とと、

あと 、以 前の答 弁で は 数百万 円の 経済 効果が あっ たんで はな いか

とい うふ うな御 答弁 も いただ いて おり ます。 非常 に影響 力が あっ

たと いう ふうに 感じ て おりま すが 、こ のお一 人、 平尾帆 夏さ んと

いう 方が エフエ ム山 陰 、毎週 土曜 日の 朝８時 半か ら８時 ４５ 分ま

で御 自身 のラジ オ番 組 「ひら 砲ら じお 」とい う番 組を持 って おら

れて 、こ れが全 国で 聴 けると 、ｒ ａｄ ｉｋｏ 等で 。そう いう こと

で、 全国 に多く のリ ス ナーが いら っし ゃると 。非 常に人 気の ある

番組です。

去 る８ 月２３ 日の 放 送では 、８ 月３ ０日に 放送 １００ 回を 記念

して 、フ ァンの 方が ぜ ひ公開 収録 をや ったら どう かとい うお はが

き、 メー ル等が あっ て 、それ に対 して 平尾さ んが 、米子 とは 言わ

なか った んです が、 公 会堂と かさ なめ ホール でで きたら いい です

ねと いう ふうに 言っ て おられ まし た。 これは 、当 然、鳥 取の ふる

さと 大使 でもあ るの で 、平井 知事 にも 来てほ しい なみた いな こと

言っ てお りまし たが 、 これ、 ぜひ 米子 もしっ かり と手を 挙げ て、

支援 でき ないか なと い うふう に思 って おりま す。 何らか の形 で関

与し たい 、関与 して い ただき たい 、そ う考え ます が、御 所見 を伺

います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 本 当に そ ういっ た番 組ま でしっ かり チェッ クし てい

る田 村議 員はす ごい な という ふう に思 います けれ ども、 今、 そう



いう ふう に質問 の中 で 御紹介 をい ただ きまし た。 まさに 日向 坂４

６の 山口 さん、 平尾 さ んにお かれ まし ては、 この 地元か ら全 国で

大活 躍さ れてる とい う ことで 、地 元と しても 大変 誇りに 思う とこ

ろで ござ います し、 ま た昨年 実施 させ ていた だき ました 応援 展示

につ きま しても 、本 当 に県の 内外 から たくさ んの お客様 にお 越し

いた だき まして 、そ の 影響力 の大 きさ という もの を改め て認 識を

したところでございます。

公 開収 録につ いて 、 公会堂 もさ なめ ホール も、 これ、 まさ に米

子で ござ います んで 、 ぜひと も、 エフ エム山 陰さ んのお 考え もお

あり だと は思い ます け れども 、そ うい った御 意向 がある とい うこ

とで あれ ば、地 元と し てはし っか り協 力させ てい ただき ます んで、

また 情報 、御提 供い た だけれ ば大 変あ りがた いな という ふう に思

うとこでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 もうぜ ひ前 向きに 御検 討い

ただきたいと思います。

そ れで 、市の 公式 キ ャラク ター 、ヨ ネギー ズ、 これが 市の ＳＮ

Ｓで 、私 はもう 今日 か ら日向 坂フ ァン だと、 私は おひさ まだ と言

って 、宣 言をし てい た だいて おり まし て、非 常に 多くの 反響 がご

ざい まし た。こ の宣 言 以降、 私の 目に はもう ちょ っと応 援し てい

るよ うな 雰囲気 って い うのは あま り伝 わって こな かった んで すけ

れども、その動きについてお伺いします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 様 々 な機会 を捉 えて シティ プロ モーシ ョン を行

うこ とは 非常に 重要 で あると 認識 をし ており ます 。今年 の７ 月に、



平尾 帆夏 さんが ２２ 歳 のお誕 生日 を迎 えるの に当 たりま して 、フ

ァン の方 が制作 され た 平尾さ んの 生誕 をお祝 いす るポス ター を市

役所 の地 下の食 堂に 貼 ります とと もに 、誕生 日の 当日に はＳ ＮＳ

でお祝いメッセージの発信を行ったところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ま ずも っ て、あ りが とう ござい ます 。引き 続き 、や

はり こう いった 発信 っ ていう のは ファ ンの方 々も すごく 喜ば れま

すので、ぜひお願いしたいと思っております。

去 る８ 月９日 なん で すけれ ども 、米 子にお ひさ ま、フ ァン の皆

さん が集 まられ まし た 。私も 参加 させ ていた だい たんで すけ ども、

地元 鳥取 、島根 はも ち ろん、 東京 、神 奈川、 福井 、山口 など 遠方

の方 が来 ていた だい て おりま して 、私 もお話 聞い てます と、 市内、

もう 米子 は聖地 です よ という 話な んで すね。 どう いうこ とか とい

いま すと 、この お二 人 が出て いた ユー チュー ブの 番組の 中で 三本

松口 駅と か両三 柳に あ る回転 ずし 屋さ んとか バッ ティン グセ ンタ

ーっ てい うのが 映っ て るんで すが 、そ こが聖 地だ という こと で回

って るっ て言う んで す よ。私 もち ょっ とびっ くり しまし て、 そう

なの かと 。そん なパ ワ ーで米 子に 足を 運んで いた だいた とい うこ

と、 まず もって 、こ の おひさ まの 皆さ んには 感謝 したい と思 いま

すし 、こ れは、 もう 米 子市と して はし っかり こう いった 動き には

乗っかっていただきたいなというふうに思っております。

次 に移 ります が、 こ のヨネ ギー ズと いうキ ャラ クター です けれ

ども 、束 草市か ら訪 問 団来ら れた んで すけれ ども 、２０ 周年 の、

この とき に向こ うの 市 長さん が向 こう のキャ ラク ターを 、縫 いぐ

るみ を持 ってこ られ ま した。 また 、先 般、交 代に なった 中国 の保



定市 の交 流員さ ん、 こ れも馬 のハ ンバ ーガー の縫 いぐる みで すか、

市の キャ ラクタ ーだ と いうこ とで 縫い ぐるみ を持 ってこ られ てる

んで すね 。米子 は、 よ く考え たら 、そ んなの ない なと。 何か １個

見た こと あるん です け れども 、一 般的 に普及 して るよう なグ ッズ

とし ては ないの かな 。 駅に行 って も、 例えば 今治 市なん か行 くと

バリ ィさ んコー ナー と か、何 とか 市に 行くと って 、とに かく その

まち のキ ャラク ター と いうの が売 って たりす るん です。 私も そう

いう のが 案外好 きな の で買っ て帰 るん ですが 、米 子、こ うい った

もの も商 品化と いう も のも考 えて もい いんじ ゃな いかと 思い ます

が、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 ヨネギ ーズ に関 わりま すグ ッズで ござ いま

すが 、こ れは民 間事 業 者にお かれ まし て、ハ ンド タオル やス テッ

カー 、キ ーホル ダー 、 ストラ ップ など が商品 化さ れて、 販売 をさ

れて いる と承知 をし て ござい ます 。縫 いぐる みな どの商 品化 につ

きま して は、民 間事 業 者によ る作 成の 意向な どが ある場 合に 本市

が持 って おりま すヨ ネ ギーズ の使 用基 準に従 い適 宜検討 する こと

としております。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ の民 間 事業者 によ る作 成の意 向が ある場 合の みみ

たい な、 そんな 感じ な んです よね 。や はりこ れは 米子市 とし ても

この 米子 のかわ いい キ ャラク ター を観 光客の 方に 国内外 に持 って

帰っ ても らう、 それ ぐ らいの 気負 いが あって いい んじゃ ない かと

いう ふう に思い ます 。 これは ぜひ 検討 してい ただ きたい と思 いま

す。要望しておきます。



次 に行 きます が、 シ ティプ ロモ ーシ ョンに おい て、他 市と の連

携と いう のは非 常に 大 事だと いう ふう に私は 考え ており ます 。現

在の状況をお伺いします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 議 員 おっし ゃる よう に、シ ティ プロモ ーシ ョン

の推 進に 当たり まし て は他市 との 連携 も重要 でご ざいま して 、鳥

取中 西部 圏域、 ある い は中海 ・宍 道湖 ・大山 圏域 におき まし て、

観光 面で の連携 を図 っ ている とこ ろで ござい ます 。また 、神 戸市

での 地ビ ールフ ェス タ 開催時 にお きま しては 、神 戸市と の連 携も

図っ てい たり、 そう い うこと もし てい るとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ れは よ く分か るん です けれど も、 やはり 私と して

は、 提案 として は提 携 先、今 お伺 いし てるん です けれど も、 そう

では なく て、米 子市 の 持って る観 光資 源、そ うい ったも のが 類似

して いる まち、 これ を ぜひ参 考に でき るんじ ゃな いかと いう ふう

に考 えて おりま す。 午 前中も 大洲 市の お話も 出ま した。 私は もう

大洲 市は もちろ ん城 下 町の再 整備 とい うとこ ろで の共通 点が あり

ます し、 岡山県 の津 山 市、こ れは 城下 町の再 整備 と併せ て鉄 道の

扇形 車庫 、転車 台、 米 子市と 同じ イン フラを 持っ ている 。な おか

つ、 津山 市さん は、 前 も御紹 介し まし たが、 台湾 の台中 、彰 化市

さん とこ の扇形 車庫 を 持って る者 同士 で交流 しま しょう とい うふ

うに 訴え ておら れま す 。非常 にす ばら しいと 思い ます。 また 、津

山市 、実 は私も 先般 泊 まって きた んで すけれ ども 、城東 地区 とい

う町 並み 保存の まち 、 保存さ れた まち がある んで すけれ ども 、そ



うい った ところ も、 古 民家を 改装 した ホテル に私 、泊ま りま した

が、 そう いった 学ぶ べ き点っ てい うの がやっ ぱり あるま ちっ てい

うも のを 選定を して 、 交流を した らど うかと いう ふうに 考え てお

ります。

大 洲市 さんか ら訪 問 団って いう のが 以前、 来て おった んで すけ

れど も、 これに つい て の対応 状況 って いうの をお 聞かせ いた だけ

ますでしょうか。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市と 大洲 市の 文化交 流事 業につ きま して

は、 米子 城築城 ４０ ０ 年を迎 えた 平成 １３年 から 平成２ ９年 まで

の間 、実 施して きて お ります 。主 な取 組とい たし まして 、小 学生

を対 象と いたし まし た 訪問交 流や 両市 にゆか りの ある中 江藤 樹の

記念フォーラム、歴史講演会、食文化交流などでございました。

な お、 新型コ ロナ ウ イルス 感染 症拡 大のと きに 交流事 業を 中断

して 以降 、現在 まで 再 開には 至っ てい ないと ころ でござ いま す。

以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。コ ロナで 中断 という こと だっ

たら 、ぜ ひこれ 、再 開 してい ただ きた い。も う正 常化し てお りま

すので、ぜひ御検討をいただきたいと思います。

次 に、 岡山県 津山 市 、ここ とは 平成 １０年 １０ 月に芸 術文 化交

流都市の締結をしております。現在までの交流実績を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 これま での 実績 でござ いま すが、 旧出 雲街

道の 中心 都市で ござ い ます米 子市 、津 山市、 それ に加え 出雲 市、



そち らの ３市の それ ぞ れの地 域文 化の 振興を 図る ことを 目的 に、

平成 １０ 年１０ 月に 芸 術文化 交流 都市 の連携 に関 する協 約を 締結

し、 芸術 文化に 関す る 情報交 換や 相互 交流、 共同 事業な どを 平成

１１ 年度 から平 成２ ０ 年度ま での １０ 年間に 実施 してお りま した。

主な 取組 といた しま し ては、 米子 、津 山、両 市の 音楽祭 へ市 民音

楽団 体の 相互派 遣や 出 雲ドー ムで 開催 される ２０ ００人 の吹 奏楽

への 両市 の小中 学校 吹 奏楽団 の派 遣を はじめ 各市 持ち回 りに より

ます ３市 交流美 術展 、 写真展 、俳 句会 などを 開催 し、市 民の 芸術

文化交流を行ったものでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 私 も、 お 恥ずか しな がら 、この 芸術 文化交 流都 市締

結っ てい うのを 全然 存 じてな かっ たん ですが 、先 般、津 山市 議会

の金 田さ んとい う議 員 さんと お話 しし た際に 、い や、米 子市 さん

とは 芸術 文化交 流都 市 ですか らね とい う話を され まして 、私 はび

っく りし て、え っ、 何 ですか 、そ れと いうふ うに 聞き返 した とい

うと ころ で分か った こ とでご ざい ます 。やは り先 方のほ うが そう

やっ てし っかり 覚え て おられ て、 こち らのほ うが そうい う認 識が

ない って いうの は一 番 失礼、 よろ しく ないな とい うふう に思 いま

した し、 これに 関し て は途絶 えて ると いうこ とで すけれ ども 、し

っか りと これ、 交流 の 裾野を 広げ たら どうか なと いうふ うに 思っ

ております。

先 ほど 来、出 させ て いただ きま した 大洲市 、津 山市と もに 下町

の観 光整 備など 文化 観 光等含 め、 イン バウン ドも 含め、 大い に参

考と なる まちで ござ い ます。 これ につ きまし ては 一段格 上げ した

姉妹 都市 交流、 こう い ったも のも 検討 できな いか という ふう に御



提案しますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 大洲市 、津 山市 との姉 妹都 市交流 の締 結に

つい て、 そのよ うに は 現在考 えて ござ いませ んが 、両市 のや って

おら れる 施策や 取組 を 本市が 参考 とさ せてい ただ くなど 、必 要に

応じ た交 流を進 めて い きたい とい うふ うに考 えて ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひお 願 いをい たし ます 。じゃ あ、 続いて 、項 目が

替わ って 、地ビ ール フ ェスタ の現 状に ついて お伺 いした いと 思い

ます が、 平成２ ７年 ６ 月１９ 日、 この 議会で 私、 大山地 ビー ルフ

ェス タの スタッ フと い うこと で、 大山 でこん なイ ベント やっ てま

すと いう 御提案 とぜ ひ 米子市 も取 り組 んでい ただ きたい とい うふ

うに 申し 上げ、 その 後 、平成 ３０ 年７ 月から スタ ートし たと いう

こと でご ざいま す。 非 常に私 自身 も思 い入れ があ るため にい つも

参加 して るんで すけ れ ども、 田村 さん 、そん なに ビール 好き なの

かと よく 言われ るん で すが、 そう じゃ なくて 、や はり立 ち上 げか

ら、 その 以前の 大山 の ほうか らの 流れ として 私と しては 興味 があ

ると 。も う盛り 上が っ ていた だき たい 、そう いう 思いを 持っ てお

りま す。 それに つい て 、今現 在の 現状 と課題 、こ れをお 伺い しま

す。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 地 ビ ールフ ェス タは 、本年 ８月 で７周 年を 迎え

られ たと ころで ござ い まして 、毎 月末 に定期 的に 開催さ れる イベ

ント とし て地域 に定 着 し、に ぎわ いの 創出や 地域 の活性 化に 大き



く寄 与さ れてい るも の と認識 して おり ます。 参加 者数の 状況 につ

きま して は、春 先の 時 期やハ ロウ ィン イベン トが 行われ る１ ０月

のい わゆ るハイ シー ズ ンにお いて 、お おむね 2,０ ０ ０ 人 程 度 の 来

場 が あ る と 伺 っ て お り ます。 一方 で、 年間を 通じ た全体 的な 来場

者数 につ いては 伸び 悩 んでい る状 況で あり、 これ が課題 かな とい

うふ うに 伺って おり ま す。現 在は 公会 堂での 開催 も増や され てお

り、 これ により 天候 に よる影 響が 軽減 され、 より 安定的 な運 営が

可能になってると承知しております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。運 営いた だい てる皆 様方 に頭

が下 がる 思いで すし 、 米子の にぎ わい 創出の ため に日々 頑張 って

いただいてる、本当に感謝したいと思います。

こ れ、 過去の 議会 答 弁によ りま すと 、始ま って から８ 月 2,３ ０

０ 人 、 ９ 月 2,５ ０ ０ 人 、 １ ０ 月 3,０ ０ ０ 人 み た い な 、 そ う い っ た

カ ウ ント をされ てら っ しゃっ たよ うで ござい ます が、こ れが 頭打

ちと いい ましょ うか 、 私自身 見て いて も、い つも のメン バー とい

いま しょ うか、 そう い う人た ち、 コア な方々 もも ちろん いら っし

ゃる んで すけれ ども 、 やはり もっ と広 く県内 外に 知らし めて もい

いん じゃ ないか なと い うふう に考 えて おりま す。 以前、 この 議会

にお きま して、 近隣 の ホテル 、皆 生、 駅前等 です ね、に 泊ま って

らっ しゃ る観光 客向 け に本日 開催 日で すとい うよ うなプ レー トを

作っ て、 そのと きに は ポスタ ーっ て言 ってた かな 、こう いっ たプ

レー トを フロン トの と ころに ぽん と立 ててお いて 、キャ ッチ ーな、

本日 、米 子地ビ ール フ ェスタ 開催 日と いうこ とで すね、 天候 にも

よる んで しょう けれ ど も、下 のと ころ にビー ル１ 杯無料 とい うよ



うな 形で １杯無 料ク ー ポンと いう のを お渡し すれ ば、県 外の 方に

限る んで すけれ ども 、 来てい ただ けれ ば、１ 杯だ け飲ん で、 じゃ

あ、 帰る わって 言う 人 、多分 いら っし ゃらな い。 やはり おい しい

なと いう ことで 、２ 杯 、３杯 、そ して おいし いも のを食 べて いた

だけ るん じゃな いか と いうふ うに 考え ており 、こ れにつ いて は再

度提案をしたいと思いますが、御見解を伺います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 観 光 客や宿 泊客 など に対し ます 誘導策 につ いて

は、 議員 、今お っし ゃ られま した とお り、こ れま でも御 提案 いた

だい てお りまし て、 主 催者側 であ る地 ビール フェ スタの 実行 委員

会に は情 報を共 有し て きたと ころ でご ざいま す。 改めて 今回 御提

案い ただ いたと いう こ とで、 １杯 無料 のクー ポン の発行 につ いて

も改めて主催者と情報を共有したいと思います。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 ぜひお 願い をいた しま す。

ビー ル１ 杯５０ ０円 な んで、 １０ ０人 でも５ 万円 という こと でご

ざい ます 。どれ だけ の 実数あ るの か分 かりま せん けれど も、 ぜひ

お試 しで スター トし て いただ いて もそ んなに 大き い予算 は必 要な

いのかなというふうに思います。

じ ゃあ 、続き まし て 、まち で行 われ るイベ ント 等、住 民の 方の

地元 愛の 醸成で すか 、 そうい った もの につい ては 、例え ばが いな

祭だ った り、地 域の 祭 りだっ たり 、そ ういっ たも のにつ いて 地元

愛と いう のは深 まる ん じゃな いか と思 うんで すけ れども 、他 市の

状況 を見 てます と、 私 も実際 に他 市で 聞いた んで すけれ ども 、防

災無 線、 これで イベ ン トのお 知ら せな んかを 普通 にやっ てる んで



すね 。び っくり いた し ました 。米 子も 例えば 地域 放送な んか だと、

五千 石だ とつつ じま つ りの御 案内 だっ たりっ てい うのは ある んで

すけ ども 、あと 、公 民 館の公 民館 大学 のイベ ント ってい うの はあ

るん です けれど も、 そ れ以外 のお 知ら せって いう のはあ まり 聞か

ない です ね。例 えば 、 防災伯 耆町 さん なんか は、 今日で すか 、岸

本中 学校 、溝口 中学 校 の体育 祭の お知 らせと か会 計年度 任用 職員

募集 のお 知らせ とか 、 そうい った 結構 身近な 情報 も流し てお られ

ます 。ま た、県 外か ら 来た人 なん かが そうい った もの聞 くと 、あ

っ、 この まちで は今 日 、こん なイ ベン トある んだ という よう なこ

との お知 らせに もな る 、活用 でき ると いうこ とか ら考え ると 、こ

うい った 防災行 政無 線 を活用 した 広報 という もの をもっ と拡 充し

てい いん じゃな いか と いうふ うに 考え ており ます 。見解 を伺 いま

す。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 防 災行政 無線 につ きまし ては 、災害 情報 など

市民 の安 全、生 命に 係 る情報 を広 く周 知する 手段 として 活用 して

おり ます 。一方 、平 常 時にお きま して は、施 設や 設備の 有効 活用

を図 るた め、行 政か ら の広報 をは じめ としま して 、地域 イベ ント

の案 内等 地域に おけ る 広報手 段と して 活用で きる 運用を 行っ てお

ります。

な お、 平常時 にお け る地域 での 放送 につき まし ては公 共性 が高

い内 容で あるこ とを 必 要とし てお りま すけれ ども 、具体 的な 放送

内容 につ きまし ては 地 域の実 情に 照ら し合わ せて 、地域 ごと に判

断をした上で放送を行っているところでございます。

○岡田議長 田村議員。



○田 村議 員 は い、 よ く分か りま した 。とい うこ とは、 私も 実際

に御 相談 があっ たん で すけれ ども 、村 の鎮守 のお 祭りと か、 そう

いっ たも の、地 域で や ってお られ る、 尚徳だ った らセン トロ ・マ

ント ロと か、い ろい ろ あるん です けれ ども、 そう いった もの につ

いて も公 民館と 御相 談 いただ いて 、そ ういっ たも のの広 報で 使う

ことはできるというふうに解釈してよろしいでしょうか。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 具 体的な もの とい うのは 私ど も、分 かり ませ

んけ れど も、実 際、 そ れぞれ 地域 でや ってお られ るイベ ント 等に

つき まし ては、 御質 問 おっし ゃら れま したと おり 、その とお りの

運用でよろしいかと思っております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 地域で 喜ば れる方 がた くさ

んいらっしゃいます。ありがとうございました。

そ れで は、引 き続 い て、次 は米 子城 跡の復 元と にぎわ い創 出に

ついて・１９、これについて伺ってまいります。

私 のこ の１９ と申 し 上げた のは 、平 成２９ 年に 保存活 用計 画が

でき 、平 成３１ 年３ 月 に整備 基本 計画 ができ た、 それま でも ずっ

と米 子城 関連の 質問 し てきた んで すが 、それ を受 けて１ 、ボ リュ

ーム ワン からス ター ト をさせ てい ただ き、今 、１ ９とい うこ とで

ござ いま す。そ の間 、 米子城 の復 元で あると かマ ネタイ ズで ある

とか 、様 々な御 提案 を してま いり まし たけれ ども 、いよ いよ ２０

も近づいてきたなと感慨深いものがございます。

そ れで は、お 伺い を してま いり ます が、現 在の 進捗状 況、 これ

をお伺いします。



○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 午前中 の稲 田議 員の答 弁に もござ いま した

が、 今、 三の丸 広場 の 供用開 始を 来年 秋に、 それ に向け て整 備を、

進捗 を図 ってい ると こ ろでご ざい ます 。今年 度に つきま して は、

三の 丸広 場の整 備工 事 を実施 して おり まして 、遊 歩道の 整備 やあ

ずま や、 ベンチ など 構 造物の 設置 のほ か芝張 り工 事や内 堀の 舗装

工事 の一 部を実 施す る 予定が ござ いま す。ま た、 次年度 以降 、登

城路 の整 備に向 け樹 木 の伐採 も実 施す ること にし てござ いま す。

以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 よ く分か りま した 。この 内堀 につい てな んで

すけ れど も、以 前、 発 掘調査 の結 果、 内堀の 位置 が分か りま した。

結構 崩れ とって 、私 も これ、 大変 だな と思っ たん ですけ れど も、

当初 のパ ース図 では こ れを掘 り下 げて 、復元 をし て、見 通せ るよ

うな 整備 という もの が 示され てお りま した。 これ につい ては 、文

化庁 の史 跡調査 担当 官 とのお 話の 中で 、それ を通 して、 米子 城の

本丸 を見 通すと いう こ のダイ ナミ ック さが米 子城 のすば らし いと

ころ だと いうふ うな お 言葉も 頂戴 して おりま した が、今 現在 の整

備状 況見 てます と、 何 かもう 埋め ちゃ ってる 感じ がして おり ます。

これ、変更になったんでしょうか伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 内堀の 整備 内容 といい まし ょうか 、そ れを

決定 する に当た って 、 様々な 検討 をし ており まし た。掘 り下 げて

内堀 を表 現する 方法 も 当然、 検討 した ところ でご ざいま すが 、地

下に 保存 されて いま す 遺構を 損傷 する リスク や地 下水の 影響 、ま



た来 訪い ただく 皆様 の 安全面 など を考 慮し、 高さ を抑え た形 状に

より堀を表現することにしたものでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 残 念で ご ざいま す。 でも 、仕方 ない ですね 。も う工

事は着々と進んでおるということでございます。

来 年秋 にこの 三の 丸 広場が 完成 とい うこと にな ってお りま すけ

れど も、 この完 成イ ベ ント、 これ はぜ ひやる べき だと思 って おり

ますが、概要等決まっているのでしょうかお伺いをいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 市民の 皆様 や観 光客の 方々 に三の 丸広 場の

憩い の場 や交流 の場 と しての 魅力 を発 信する ため に完成 イベ ント

は必 要で あると 考え て ござい ます 。内 容とい うと ころの 御質 問も

いた だき ました けれ ど も、そ うい った 内容に つき まして は今 後検

討していきたいというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。ぜ ひ決め てい ただき たい なと

思っております。

そ の完 成の折 には ぜ ひ先ほ ど御 紹介 をいた しま した米 子城 と関

係性 の深 い大洲 城の 鉄 砲隊で ある とか 松山城 など 、両方 とも 復元

して るん ですよ ね。 大 洲城は 復元 天守 ありま すし 、津山 城は 備中

やぐ ら、 これを 復元 し て、非 常に 多く の観光 客を 入れて らっ しゃ

ると いう ことで ござ い ます。 そう いっ たこと から も、将 来的 にぜ

ひ深 いつ ながり を持 っ ていた だき たい なとい う希 望を持 ちな がら、

この 大洲 城の鉄 砲隊 、 津山城 のそ うい った武 者の 方々、 こう いっ

たも のの 訪問団 の招 聘 をぜひ 検討 して いただ きた いとい うふ うに



提案しますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 大洲市 は本 市と 歴史的 なつ ながり があ りま

すし 、交 流もし てき た という とこ ろで ござい ます し、津 山と して

も先 ほど 議員さ んの ほ うから おっ しゃ られた よう な交流 の実 績と

いう のが ござい ます 。 そうい った こと であり ます ことか ら、 御提

案、 そう いった 方々 を お呼び した らど うかと いう ことも 含め なが

ら、 今後 検討し てい き たいと いう ふう に考え てご ざいま す。 以上

です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひお 願 いをい たし ます 。以前 、令 和５年 ６月 定例

会に おい て、米 子城 跡 の除草 ボラ ンテ ィアの 制度 導入に つい て御

提案 をし ており ます 。 その際 には 前向 きな答 弁を 頂戴し てお りま

したが、その後の現状をお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 現在４ つの 団体 の皆様 に毎 年、除 草作 業を

して いた だいて おり ま す。実 施時 期に つきま して は、団 体の 意向

を伺 いな がら、 本市 が 調整を して ると ころで ござ います 。ま た、

それ に合 わせて 、市 報 で除草 ボラ ンテ ィアの 募集 を行っ てお りま

して 、こ れまで 市民 の 方や高 校生 、民 間企業 の方 々に多 く参 加し

ていただいております。

な お、 除草作 業に 係 る必要 な道 具や 燃料、 その 他飲物 など 、必

要に 応じ て本市 から 提 供して 、除 草を 行って いる ところ でご ざい

ます。以上です。

○岡田議長 田村議員。



○田 村議 員 は い、 よ く分か りま した 。引き 続き 、多く の市 民の

方に 米子 城を愛 して い ただく 、そ うい ったボ ラン ティア 活動 に多

くの 方に 御参加 いた だ きたい なと いう ふうに 思っ ており ます し、

御対応よろしくお願いをいたします。

私 は米 子城、 もう １ 万人上 がっ ても 一銭に もな らんが なと いう

よう なお 話があ って 、 私もマ ネタ イズ につい ては くどく どお 話を

して おり ました 。米 子 城とい う名 前を 冠した 商品 、これ の開 発と

いう のを 以前か らも 訴 えをし てお りま した。 散見 すると ころ 、い

ろん なも のが最 近、 出 だして おる とい うふう に聞 いてお りま すが、

現在の米子城跡関連商品の開発状況をお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子城 跡に 関連 します 商品 開発に つき まし

ては 、市 内の事 業者 の 方々に より まし て様々 な取 組を進 めて いた

だい てお ります 。現 在 、米子 城を モチ ーフと した 菓子類 です とか

コー ヒー 、お酒 、懐 石 料理、 また 御城 印など 多く の商品 が開 発、

販売 され ている もの と 承知し てお りま して、 取組 に対し 感謝 して

いるところでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 以前 、今 年の３ 月定 例会で 米子 城の

キャ ラク ターと して 非 公式の キャ ラク ター「 よご となご 」と いう

もの がで きて、 それ が 商品化 され てる よとい う状 況が今 、ご ざい

ます 。こ れらの 本市 の 対応、 これ を看 過して いい のかな と。 私は

ぜひ これ を活用 され た らどう かな とい うふう に感 じてお りま すが、

見解をお伺いいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。



○石 田文 化観光 局長 議員か ら御 紹介 いただ きま した米 子城 関連

商品 につ きまし て、 「 よごと なご 」を モチー フと された よう なク

ッキ ーで あった と思 っ ており ます が、 今後、 ダイ ヤモン ド大 山観

望会 など のイベ ント で の配付 とか 、そ のよう な活 用につ いて は考

えて ござ います 。し か しなが ら、 現時 点にお きま して、 米子 城跡

に公 式キ ャラク ター を 設定す る考 えは 今持っ てい ないと いう とこ

ろでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 現 在は と いうこ とな ので 、今後 はぜ ひ御検 討い ただ

きた いと いうふ うに 思 います 。例 えば 、ひこ にゃ んに会 いに 彦根

に行 った なんて いう 、 私、知 り合 いい ますけ れど も、え えっ て、

びっ くり したん です 。 やはり そう いっ た人気 のあ るもの は会 いに

行き たい という よう な 気にな ると いう ことで ござ います 。米 子市

はも うヨ ネギー ズが し っかり いる んで すけど も、 ぜひ米 子城 につ

いて も御 検討い ただ き たい、 これ は言 い続け てい きたい と思 いま

す。

こ の米 子城跡 の関 連 商品群 とい うの は今現 在、 まちな か観 光案

内所 であ るとか 一定 の エリア でし か販 売して ない という 状況 であ

りま すが 、それ ぞれ の 販売さ れて たり 、商品 開発 されて る、 売っ

てら っし ゃる方 々と い うのは やは り商 売とし てそ れを販 売さ れて

らっ しゃ るわけ でし て 、これ を、 米子 市とし てぜ ひ応援 をす ると

いう 意味 で、ふ るさ と 納税の 返礼 品に どんど ん取 り入れ てい ただ

けな いか なとい うふ う に、こ れを 御提 案した いと 思いま すが 、見

解を伺います。

○岡田議長 若林経済部長。



○若 林経 済部長 ま ず 、事業 者が 返礼 品とし ての 提供を 希望 され

ます 場合 にはふ るさ と 納税返 礼品 の地 場産業 基準 に合致 して いる

かを 確認 いたし まし て 、返礼 品と して 提供い ただ けるも のか 、事

業者と話をしてみたいと思います。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 ぜひお 願い をした いと 思い

ます 。そ れこそ 、「 よ ごとな ご」 がど んどん 出て いって 、あ っ、

米子 城行 ってみ たい な という よう な話 になれ ばう れしい です し、

その 傍ら にはぜ ひヨ ネ ギーズ の縫 いぐ るみも 入っ てると いう のが

私は望ましいんじゃないかなというふうに感じております。

先 般、 神奈川 県に お 住まい の米 子市 出身者 の方 が市役 所で 先進

的な 技術 を取り 入れ た 映像表 示に つい てのプ レゼ ンテー ショ ンを

行わ れま した。 私も 拝 見しま した が、 非常に 不思 議な感 じで あり

まし た。 そうい った 、 やっぱ り先 進技 術、し かも 米子の 方が 開発

して ると いうこ とで ご ざいま すの で、 現在の 番所 であっ たり とか

市役 所で あった り、 ま た山陰 歴史 館な どで新 たな 、手法 の映 像表

示、 そう いった もの を 取り入 れて 、や っても いい んじゃ ない かな

というふうに私は感じております。見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 議員が 御提 案い ただき まし た仮想 現実 など

の先 進的 な、そ うい っ た映像 でご ざい ますが 、臨 場感が あふ れる

体験 がで き、来 場者 の 満足度 を高 める サービ スで あると 認識 して

おり ます 。しか しな が ら、導 入に 関し まして 、費 用面な どを 含め

多く のこ とを解 決し て いく必 要が ある という ふう に考え てご ざい

ます。以上です。



○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 は い、 分 かりま した 。ぜ ひ検討 して やって くだ さい。

次 に、 駅前か ら彫 刻 ロード を通 じて 米子城 跡ま で誘導 する とい

うお 話、 私以外 の議 員 さんで も何 人か いらっ しゃ いまし た。 あそ

こに ＱＲ コード が今 埋 めてい ただ いて おるん です けれど も、 それ

をも って 例えば デジ タ ルスタ ンプ とし て歩く と、 伝い歩 く、 そう

いった手法を導入すべきだと考えます。見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子彫 刻ロ ード から米 子城 跡まで のエ リア

は歩 いて 楽しい まち づ くりを 進め る上 で重要 なエ リアで ある と認

識し てご ざいま す。 議 員がお っし ゃい ました よう に、昨 年度 、彫

刻作 品の 銘板に 二次 元 コード を設 置し 、作品 の情 報を表 示す る仕

組み を構 築した とこ ろ でござ いま す。 デジタ ルス タンプ は、 観光

客の 皆様 の回遊 性の 向 上や周 辺地 域の 魅力発 信に 有効な 手段 の一

つで ある と考え ます が 、導入 に必 要な システ ム構 築や運 用経 費、

継続 的な 管理体 制な ど 課題が ある と認 識して ござ います 。議 員か

ら御 提案 いただ いた 内 容も含 め、 当該 エリア の魅 力発信 につ いて

検討を進めていきたいと考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い をい たしま す。 続きま して 、こ

の米 子城 跡を盛 り上 げ ていた だく 団体 という のは あるわ けな んで

すけども、本市の支援状況についてお伺いします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れに つ いては 私の ほう から答 弁さ せてい ただ きま

すが 、令 和４年 度に 実 施をい たし まし た米子 城を 活用し た観 光コ



ンテ ンツ 造成事 業、 こ れにお きま して 米子城 武者 隊用に 甲冑 を整

備い たし まして 、イ ベ ントな どで 活用 してい ただ いてる とい うこ

とが ござ います 。ま た 、今年 度に つき まして は、 城下町 エリ アの

観光 事業 者を対 象と し まして 、イ ンバ ウンド 受入 環境の 整備 を進

めた るた めの補 助金 を 創設し たと ころ でもご ざい ます。 米子 城を

盛り 上げ ていた だく 団 体につ きま して 申請内 容に よって は補 助対

象に なり 得ると 想定 し ており ます ので 、引き 続き 制度の 周知 を行

って ると ころで ござ い ます。 これ まで 本当に 例え ば米子 城武 者隊

さん など には様 々な イ ベント に登 場し ていた だき まして 、大 いに

盛り 上げ ていた だい た ところ でご ざい ますし 、そ の演舞 とい うも

のの 精度 といい まし ょ うか、 内容 も非 常に充 実し てきて いる とこ

ろだ とい うふう なこ と を認識 して おり ます。 した がいま して 、今

後も 米子 市とし てで き る支援 があ りま したら 、何 分、米 子市 の側

に目 立っ たアイ デア と いうの がな かな か乏し いも のです から 、ぜ

ひ御 提案 をいた だい て 、そし てそ れを 実現す るよ うな形 で支 援を

させ てい ただけ たら と いうふ うに 思い ますの で、 また一 緒に 考え

られたらというふうに思っております。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 前 向き な お話、 大変 うれ しく思 いま す。あ りが とう

ございました。

こ の米 子城、 先ほ ど の来年 秋の 完成 のイベ ント ってい う話 も言

いま した けども 、他 市 では旗 印、 のぼ り旗、 模擬 鉄砲、 衣装 など、

そう いっ た備品 をか な り充実 して 持っ てらっ しゃ るんで すね 、先

ほど の甲 冑の支 援も あ ったん です けど も。こ うい ったも のに つい

ては 市と して購 入し て 、いつ でも ばあ っと旗 がは ためく と、 そう



いっ た状 況をつ くっ て もいい んじ ゃな いかと 思っ ており ます が、

見解を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れに つ きまし ても 、先 ほどち ょっ と米子 城武 者隊

の例 を出 させて いた だ きまし たけ れど も、民 業と してで きる もの

はと もか くとい たし ま して、 もう 市で やるし かな いなと いう もの

につ きま しては 、市 の ＰＲで もあ りま すし、 また 市のシ ンボ ルと

して も米 子城の ＰＲ に なるわ けで ござ います ので 、何が とい うこ

とで はな く、必 要な も のにつ いて は市 のほう でそ ろえさ せて いた

だき たい という ふう に 思って ござ いま す。ま た、 三の丸 広場 の供

用開 始も 予定さ れて お ります ので 、例 えばオ ープ ニング イベ ント

だと か、 そうし た際 に 必要な もの だと かその 後も 続けて 使う よう

なも の、 こうし たも の につい ては 、何 が必要 なの か、い ろい ろと

検討しながら、必要に応じて購入を考えていきたいと思います。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 これ、 本当 に市で 持た なき

ゃい けな いもの とい う のはや はり ある わけで 、こ の広場 を、 ぐる

りを 米子 城とか 吉川 広 家とか 中村 一忠 、そう いっ た戦国 から 江戸

の武 将の 方の名 前だ っ たりと か、 いろ んな米 子城 に関す るよ うな

もの がば たばた と、 あ っ、何 かや って るぞと いう ような 雰囲 気も

できます。ぜひやっていただきたいというふうに思います。

時 間も 押し迫 って ま いりま した 。建 造物復 元の 可能性 、こ れに

つい ては 度々お 伺い を してお りま す。 今、整 備計 画も着 々と 進む

中、今現在の見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。



○石 田文 化観光 局長 建造物 の復 元に つきま して は、歴 史的 、文

化的 価値 を踏ま えた 上 で、専 門的 知見 に基づ く調 査、検 討が 必要

にな るも のと認 識し て ござい ます 。今 後、現 地調 査など を進 めて

いく 段階 におき まし て 、復元 の技 術的 可能性 や実 現性に つい て判

断することになると考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 この建 造物 復元と いう のは

発掘 調査 である とか 、 いろん な慎 重な 手続っ てい うのが 当然 、必

要だ と思 うんで すけ れ ども、 以前 も同 じ質問 させ ていた だき まし

たが 、文 化庁で お話 伺 ったら 、例 えば 白壁で ある と、天 守っ てい

うの は難 しいい うの は はっき り言 われ ました けれ ども、 やぐ らと

か白 壁に ついて はそ こ まで要 件、 高く ないん です よとい うふ うに

おっ しゃ ってい ただ い ており ます 。こ ういっ たも のにつ いて は、

これ も度 々の御 提案 に なりま すが 、前 倒しの 復元 検討と いう もの

をできないものか、見解をお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 今後の 米子 城跡 の整備 につ きまし ては 、令

和８ 年度 秋の供 用開 始 を目指 して 三の 丸工事 を進 めてご ざい ます。

それ 以降 は他の エリ ア の整備 に向 け準 備を進 めて いくこ とと して

ござ いま す。そ の中 で 、やぐ らや 土塀 などと いう ことで ござ いま

すが 、重 ねての 答弁 に なりま すが 、歴 史建造 物の 復元に 当た って

は位 置や 規模、 構造 な どにつ いて 十分 な根拠 が必 要にな ると 考え

てお りま す。今 後の 発 掘調査 や史 資料 の調査 など を踏ま えた 復元

の可能性を判断することになると考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。



○田 村議 員 こ れに つ いては 、や はり 期待を して 待って おら れる

方っ てい うのは 市内 に たくさ んい らっ しゃい ます 。私も 今、 ３期

１２ 年と いうこ とで あ りまし て、 あと ８年ぐ らい の間に は方 針が

決ま れば いいな とい う ふうに 考え てお ります し、 引き続 き、 米子

市民 のシ ビック プラ イ ドの醸 成に つな がるよ うな まちづ くり 、打

って出る米子市を目指して頑張りたいと思います。

以上で質問を終わります。ありがとうございました。

○岡田議長 以上で市政一般に対する質問は終わりました。

～～～～～～～～～～～～～～～

第２ 議案第６８号～議案第７６号

○岡 田議 長 次 に、 日 程第２ 、議 案第 ６８号 から 第７６ 号ま での

９件を一括して議題といたします。

これより９件の議案について質疑に入ります。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岡田議長 別にないものと認め、質疑を終結いたします。

た だい ま議題 とな っ ており ます ９件 の議案 につ いては 、配 付し

てお りま す付託 区分 表 のとお り、 それ ぞれ所 管の 常任委 員会 に付

託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～

第３ 陳情第９９号～陳情第１０１号

○岡 田議 長 次 に、 日 程第３ 、陳 情第 ９９号 から 第１０ １号 まで

の３件を一括して議題といたします。

た だい ま議題 とな っ ており ます ３件 の陳情 につ いては 、配 付し

てお りま す付託 区分 表 のとお り、 それ ぞれ所 管の 常任委 員会 に付

託いたします。



以上で本日の日程は終了いたしました。

お 諮り いたし ます 。 本日は これ をも って散 会し 、明１ １日 、１

３日 から １５日 まで 、 ２０日 、２ １日 、２３ 日、 ２６日 から ２８

日ま で及 び３０ 日は 休 会とし 、１ ２日 、１６ 日か ら１９ 日ま で、

２２ 日、 ２４日 、２ ５ 日及び ２９ 日は 委員会 審査 を行い 、１ ０月

１日 午前 １０時 から 会 議を開 きた いと 思いま す。 これに 御異 議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岡田議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後２時０２分 散会


